
第２部 子どもの権利学習の実践



条例第26条（擁護委員の仕事）

（1）子どもの権利の侵害についての相談に応じ、必要な助言や支援をすること。

（2）子どもの権利の侵害についての調査をすること。

（3）子どもの権利の侵害を取り除くための調整や要請をすること。

（4）子どもの権利の侵害を防ぐための意見を述べること。

（5）子どもの権利の侵害を取り除くための要請、子どもの権利の侵害を防ぐため
の意見などの 内容を公表すること。

（6）子どもの権利の侵害を防ぐための見守りなどの支援をすること。

（7）活動の報告をし、その内容を公表すること。

（8）子どもの権利の擁護についての必要な理解を広めること。
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なぜ、子どもの権利学習か

新規相談件数の高止まり

総件数過去最多

総活動回数過去最多

子どもの権利を実現して
いくためには、子ども自
身が権利を知っているこ
と、周囲のおとなが理解
し尊重することが不可欠

子
ど
も
の
権
利
の
認
知
度
は
低
い



なぜ、子どもの権利学習か

子どもの人権教育 子どもの権利学習

【子どもの権利学習】
従来の人権教育に対し、「子どもの権利学習」は、子ども自身が
子ども期にその権利を使えるようになることが想定されている
（喜多明人、2010：8）。



子どもの権利学習の実践

• いじめ予防授業（昨年度報告会）

• 「採用11年目中堅教諭向け必修研修」「保護者向け研修（道徳地
区公開講座）」

• 「区職員向け研修」「学校教育相談研修中級」「母子生活支援施設
職員向け研修」「公開研究会」

•児童館で遊びながら子どもの権利を学ぶイベント

•大人／支援者むけ研修・学習会での講話

•区民祭り卒業おめでとうレター



Child Rights Educationの4つの側面

• Learning through Rights

• Learning about Rights

• Learning as a Rights

• Learning for Rights

https://www.unicef.or.jp/kodomo/cre/cre/



Child Rights Educationの4つの側面

• Learning through Rights

権利を通しての学び

• Learning about Rights

権利についての学び

• Learning as a Rights

権利としての学び

• Learning for Rights

権利のための学び

https://www.unicef.or.jp/kodomo/cre/cre/



Child Rights Educationの4つの側面

権利を通しての学び（環境・方法）

学校の設備・備品、子どもへのかか
わりなど、子どもの権利を尊重した
環境を通した学び

権利についての学び（内容）

自分にはどんな権利があるのかを知
る学び

権利としての学び（基本的人権）

すべての子どもにある学ぶ権利

権利のための学び（実践）

自分の権利を知り、自分を大切にす
ることで自己肯定感や自己有用感
を育むだけでなく、他者の権利にも
目を向ける学び。他者の権利を守る
ためにどんな行動をすればよいかを
考える。



子どもの権利の啓発
保護者向け講演、教員向け研修について

代表子どもサポート委員
弁護士 平尾 潔



子どもの権利を絵に描いた餅にしないために

•子ども自身が自身の権利を学ぶこと

•周囲の大人（家庭・学校）が子どもの権利を知り、尊重できる
こと



意見の尊重度
日本財団２０２３ こども１万人意識調査
https://kodomokihonhou.jp/survey/
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親・先生による意見の尊重度と幸福度の関係（同）
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保護者向け講演

•トラブル解決のための親の役割に焦点を当てる

•学校トラブルの当事者は誰か→子ども自身

•子どもの望む解決と親の望む解決の違い

•子どもの望む解決のために 保護者と学校の協力の必要性



教員向け研修会

•子どもの権利とは何か

•子どもは導くべき対象か、権利主体か、その両方か

•子どもの権利を抑圧している例

•子どもの権利が実際に尊重されている例

•子どもの権利の実践のために、教員は何をすべきか



区職員向け研修

2025年12月11日（木）9－12時、教育総合センター
参加者 93名
内容 「子どもの権利」を区の様々な施策に活かすため、区の全ての領
域から約100名を選出し、「子どもの権利と意見の尊重」をテーマに研
修を開催。ランディ・モデルをベースに、領域をこえたチームで子ども参
加の事業を立ち上げるワークを実施した。

「子どもも区民であり、参加
は当たり前」という意見がと
ても参考になりました。

ワークがとても面白かったです。偵察
役でしたが、いろんなプロジェクトとコ
ラボできそうと、アイディアが湧いたの
で、他の班と話すことが大事だなと感
じました。



専門職向け研修

•学校教育相談研修中級

2025年8月22日

対象：区立小・中学校教員（養護教諭、すまいるルーム教員など）

•子どもの権利に基づく子ども・スタッフ間の関わりについての研修

2025年9月6日

対象：子どもと家庭と支える学習・生活支援の拠点事業「まいぷれいす」職員

•母子生活支援施設ガイドライン実践に向けた研修

2026年１月19日

対象：区内母子生活支援施設職員、各総合支所子ども家庭支援課職員

世田谷区子どもの権利条例に基づき、それぞれ
の現場でどのようにして子どもの権利を具現化
できるかをワークを通して考え、実践に活かすこ
とを目的とした研修



公開研究会
2026年１月31日 14：00－16：30
子ども・子育て総合センター
講師：伊藤義明先生（北海道音更町立駒場小学校）
他自治体職員、東京都公立中学校教諭、大学生など約
20名が参加
内容 子どもたちが一日の大半を過ごす「学校」を子ども
の権利が保障された空間にするためにはどうしたらよいか。
北海道十勝で25年間「子ども参加の学校づくり」を実践
してきた先生のお話から、子どもとともにつくる学校のヒン
トを得た。



子どもの権利学習の実践
（相談・調査専門員 担当）

「せたホッと」相談・調査専門員

田辺 真由美

渡邊 峻平

諏訪部 美和



児童館における
子ども向け「子どもの権利学習」

•実施状況

•実施までの流れ

•令和７年度の実施内容の紹介



児童館における
子ども向け「子どもの権利学習」

•令和６年度実施状況

実施館 内容

粕谷児童館
なかまと協力！
せたホッとジェスチャーゲーム！

等々力児童館
あそぼう！！ ～主人公はオレ（わたし）だ～
風船や紙ヒコーキでみんなであそぶよ！権利ってな
んじゃらほい？ あそびの中で考えて感じてみよう

代田児童館 じどうかんたんけん



児童館における
子ども向け「子どもの権利学習」

•令和７年度実施状況

実施館 内容

桜丘児童館
大きなカードゲーム
めくって！おぼえて！カード合わせ

代田南児童館
ふうせんで遊ぶよGoGo☆
権利もいっしょにGoGoGo☆Go☆

鎌田児童館
なちゅからの挑戦状
子どものけんりのカギを探せ



児童館における
子ども向け「子どもの権利学習」

•実施までの流れ

① 事前打ち合わせ

⚫意見交換

⚫場所の確認

⚫子どもたちの雰囲気や好きなことなど



児童館における
子ども向け「子どもの権利学習」

•実施までの流れ

② 内容の検討と制作

⚫タイトル

⚫タイムスケジュール・ゲームのルール

⚫ゲームに必要な道具

⚫児童館と調整



児童館における
子ども向け「子どもの権利学習」

•令和7年度実施内容 代田南児童館

準備はできたよ！

タイムスケジュール
と

今日のルール



児童館における
子ども向け「子どもの権利学習」

•令和7年度実施内容 代田南児童館

風船で遊ぼう

子どもの権利が書いてあ
る風船を新聞紙で運ぼう



児童館における
子ども向け「子どもの権利学習」

•令和7年度実施内容 鎌田児童館



児童館における
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児童館における
子ども向け「子どもの権利学習」

•令和7年度実施内容 桜丘児童館

第31条 あそぶ

カードのイラスト
は子どもたちが
描きました

ゲームのはじまり！



児童館における
子ども向け「子どもの権利学習」

•令和7年度実施内容 桜丘児童館

チームごとに
集めたカードの言葉
を言いました

鈴、トライアングルなど
楽器を鳴らして応援！

ガンバレ！
ガンバレ！



児童館における
子ども向け「子どもの権利学習」

•令和7年度実施内容 桜丘児童館

ゲームで遊んだあとは
桜丘児童館の好きなところを

カードに書いて児童館にプレゼント

「困っているときに助けてくれるところ」
など素敵なメッセージが
たくさんありました



児童館における
子ども向け「子どもの権利学習」

•令和7年度実施内容 桜丘児童館

条約 カードの言葉

第２条 差別されない

第３条 いちばんいいことを考える

第３条 話し合って決める

第４条 子どもは国に守られる

第６条 楽しく生きる

第６条 あなたの命は守られる

第６条 学びたいことを学べる

第８条
ありのままの自分をみとめて
ほしい

第12条 考えを自由に言える

第12条 泣くのも意見だよ

条約 カードの言葉

第12条 怒るのも意見だよ

第12条 いやだと言っていい

第12条 大事なことをおしえてもらえる

第12条 決めつけられない

第12条 ルールはみんなで決める

第12条 ひとりじゃないよ

第12条 わかってくれる人はいるよ

第13条 好きな方法で伝える

第16条 秘密は守られる

第19条 ひどいことを言われない

条約 カードの言葉

第19条 暴力から守られる

第24条 お医者さんにみてもらえる

第26条 困ったら助けてもらえる

第28条 学校でいろんなことを学ぶ

第31条 ひとりでゆっくりする

第31条 眠くなったら寝る

第31条 本を読む

第31条 音楽をきく

第31条 あそぶ

第36条 大人のいいなりにならない



児童館における
子ども向け「子どもの権利学習」

•令和８年度実施予定

➢山野児童館

➢森の児童館

➢上北沢児童館



児童館の地域中高生支援者懇談会など
各種研修や学習会等での講話

•概要

地域で中高生に関わる団体や支援者のネットワークを強化・

拡充するための懇談会、子どもと家庭を支える活動を実施して

いる団体が開催する学習会等に講師として出向き、子ども相

談の現状や子どもの権利について話をしました。



児童館の地域中高生支援者懇談会など
各種研修や学習会等での講話

例えば、各地域の中高生支援者懇談会・子育て支援者
懇談会

各児童館の地域懇談会、各地区の青少年委員会

青少年補導連絡会、学校教育相談研修

母子生活支援施設、子どもと家庭を支える学習・生活支
援の拠点事業の研修

⇒子どもの権利の重要さへの気づき、根づき



児童館の地域中高生支援者懇談会など
各種研修や学習会等での講話

•どんな話をするか

軸：子どもの権利について

内容：その研修の参加者の属性、研修の目的を基に考え
ていく

⇒参加者が子どもの権利を実践の場（普段の生活も含
む）で活かせるように



児童館の地域中高生支援者懇談会など
各種研修や学習会等での講話



児童館の地域中高生支援者懇談会など
各種研修や学習会等での講話

③②



せたがやふるさと区民まつりにおける
「子どもの権利」普及啓発

•ガチャガチャを回して、

「せたホッと」オリジナル缶バッチを作ろう！

•来場者は未就学児が多い

•保護者の「せたホッと」の認知度も高くない



ガチャガチャを回して、
「せたホッと」オリジナル缶バッチを作ろ
う！



ガチャガチャを回して、
「せたホッと」オリジナル缶バッチを作ろ
う！

第２条 差別の禁止

第３条 子どもの最善の利益



ガチャガチャを回して、
「せたホッと」オリジナル缶バッチを作ろ
う！

第６条 生命の権利、生存・発達の確保

第１２条 子どもの意見の尊重



ガチャガチャを回して、
「せたホッと」オリジナル缶バッチを作ろ
う！



ガチャガチャを回して、
「せたホッと」オリジナル缶バッチを作ろ
う！

来場者 8/２ ２６９人、８/３ ２５１人



せたがやふるさと区民まつりにおける
「子どもの権利」普及啓発 《おみくじ
編》



せたがやふるさと区民まつりにおける
「子どもの権利」普及啓発 《おみくじ
編》



せたがやふるさと区民まつりにおける
「子どもの権利」普及啓発 《輪投げ編》



せたがやふるさと区民まつりにおける
「子どもの権利」普及啓発 《輪投げ編》



•平成６（2024）年度から実施

•区立中学校に進学するのは約6割

•区内外の私立、都立、国立の中学校に進学する

児童が約4割 ⇒ 世田谷区の特徴

• 「せたホッと」からの案内が届かなくなる前に、

区内在住であれば、いつでも相談できることを

伝えておきたい

区立小学校6年生・中学3年生への
卒業おめでとうカード 配布



区立小学校6年生への卒業おめでとうカード



区立小学校6年生・中学3年生への
卒業おめでとうカード 配布



区立中学3年生への卒業おめでとうカード



区立小学校6年生・中学3年生への
卒業おめでとうカード 配布
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